
図画⼯作科美術鑑賞における国語科との教育的アプローチの⽐較研究（令和６年度）

　言うまでもなく、図画工作科と国語科は異なる教科であり、目標や授業の方法、評価などの教育的アプローチは異なる。しかしなが
ら、自らの実践研究（「教科横断的指導による『深い学び』の実現〜『鳥獣戯画』を通した言語能力の育成〜」教育研究集録第27
集，p64-p67，2021年，日本教育公務員弘済会大阪支部）において、教育的アプローチの重なる部分も多いと感じた（下部掲載）。
　対象作品を同じ《鳥獣戯画》とした、図画工作科美術鑑賞《鳥獣戯画》と小学校国語科「『鳥獣戯画』を読む」（6年生，光村図書）の教科書
や指導書、全国の指導案、実践例を分析し、比較することにより、図画工作科鑑賞領域の独自性を浮かび上がらせる。また、対象作品を同じ《最
後の晩餐》とした、中学校美術科と中学校国語科「君は『最後の晩餐』を知っているか」（中学2年，光村図書）も比較し、知見を得る。

　「小学校図画工作科における鑑賞学習指導につ

いての全国調査報告」（日本美術教育学会研究チ

ーム）では、図画工作科指導の積極性は、「積極

的である」「ある程度積極的である」を合わせて

92.6％であったのに対して、鑑賞学習指導の積極

性において「積極的である」「ある程度積極的で

ある」との回答割合は、43.2％であった。その原

因として挙がったのが、「表現（制作）に取り組

ませることで目一杯である」に次いで、「提示す

る資料が乏しい」（計75.8％）、「評価基準の設

定に困難を感じる」（計75.6％）、「教材研究を

する時間がとれない」「実際に評定をつけること

に困難を感じる」（計74.4％）と、いずれも7割

を超えている。

　図画工作科において、表現領域に対して鑑賞領

域では、教員の指導の積極性が低いことが明らか

となった。その要因として、題材への不安や評価

の曖昧さがあると考えられる。

はじめに

　対象作品が同じ《鳥獣戯画》である題材の図画

工作科と国語科の教育的アプローチを比較するこ

とで、図画工作科美術鑑賞の独自性を浮かび上が

らせる。

⽬標

⽅法論

　本研究により浮かび上がった図画工作科美術鑑賞の教育的アプローチを提案し、学会発表、論文投稿

をすることで全国の研究者・実践者に拡げる。また、研究者・実践者からフィードバックを得ることに

より、今後の図画工作科美術鑑賞の研究に生かし小学校教師の美術鑑賞学習の積極性向上に寄与する。

期待される成果

　図画工作科の授業における美術鑑賞《鳥獣戯

画》と国語科「『鳥獣戯画』を読む」（6年生，光

村図書）の教科書や指導書、全国の指導案、実践

例を収集・分析し、教育的アプローチを比較す

る。

　質的および量的研究手法を組み合わせた混合方

法を用いる。
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